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原
水
禁
世
界
大
会
は
、
今
年
で
原
爆
投
下
か
ら
７９
年
と
な
り
ま
し
た
。
８
月

４
日
か
ら
８
月
６
日
は
広
島
県
立
総
合
体
育
館
で
、
８
月
８
日
か
ら
８
月
９
日

は
長
崎
市
民
会
館
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
・
長
崎
間
を
走

る
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
も
４０
回
目
の
節
目
を
迎
え
、
８
月
６
日
か
ら
８
月
８
日

の
日
程
で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

す
べ
て
の
軍
事
行
動

の
中
止
を
求
め
る
ヒ

ロ
シ
マ
の
心

大
会
初
日
で
は
、
金
子

哲
夫
実
行
委
員
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
で
、
こ
れ
ま

で
に
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の

核
使
用
や
核
の
威
嚇
が
危

惧
さ
れ
る
情
勢
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
、
こ
の
危
機
を

作
り
出
し
て
い
る
の
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
事
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
も
い
え

る
軍
事
攻
撃
だ
と
指
摘
し

ま
し
た
。

ま
た
、「
広
島
の
心
は
核

の
反
対
だ
け
で
は
な
く
、

命
を
奪
い
核
兵
器
使
用
に

つ
な
が
る
い
か
な
る
戦
争

も
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
す
べ
て
の
軍
事
行
動

に
強
く
抗
議
。
戦
闘
の
中

止
と
停
止
の
協
議
を
求
め

る
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
日
米
合
意
」は
岸
田

首
相
の
欺
瞞
・
矛
盾

金
子
委
員
長
は
日
米
合

意
に
も
触
れ
、「
日
本
政

府
は
、
日
米
合
意
に
お
い

て
拡
大
抑
止
と
し
て
核
抑

止
力
を
強
化
す
る
文
書
を

交
わ
し
た
。
岸
田
首
相
は

核
の
な
い
世
界
が
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
述
べ
な
が
ら
、

今
回
の
日
米
合
意
で
そ
の

言
葉
が
欺
瞞
で
矛
盾
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。」と
指
摘
し
ま
し
た
。

一
刻
も
早
く
核
兵
器

禁
止
条
約
の
締
結
国

へ原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８

月
６
日
は
広
島
大
会
の
閉

会
総
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
来
賓
が
あ
い
さ
つ
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

政
党
・
国
会
議
員
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
田
村
智
子

う
を
さ
さ
げ
、
長
崎
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
が
大
好

き
な
労
働
者
有
志
が
集
い

毎
年
走
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
中
止

し
て
い
た
た
め
、
今
年
は

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
、
反
核
と
平
和
を
ア
ピ

ー
ル
し
な
が
ら
８
月
７
日

に
は
福
岡
市
内
を
通
過

し
、
８
月
８
日
に
長
崎
平

和
記
念
公
園
に
全
員
無
事

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

氏
（
日
本
共
産
党
委
員
長

・
参
議
院
議
員
）
と
櫛
渕

万
里
氏
（
れ
い
わ
新
選
組

共
同
代
表
・
衆
議
院
議
員
）

が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
田

村
氏
は
、
同
日
開
催
の
平

和
記
念
式
典
で
岸
田
首
相

が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
一

言
も
触
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
問
題
と
し
、
一
刻
も
早

く
締
結
国
に
な
る
べ
き
で

あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

櫛
渕
氏
は
、
憲
法
前
文

を
引
用
し
、
憲
法
の
重
要

性
を
の
べ
、
核
抑
止
か
ら

転
換
し
、
現
実
の
問
題
と

し
て
国
民
み
ん
な
で
核
廃

絶
を
め
ざ
す
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
原
爆
投
下

か
ら
８０
年
の
大
会
に
つ
な

ぐ
重
要
な
大
会
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
校
生
平
和
大

使
の
活
動
や
各
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
活
動
が
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

広
島
大
会
の
参
加
者
は

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め

て
５
０
０
０
人
で
し
た
。

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

ス
ポ
ー
ツ
で
平
和
を

つ
な
い
で

原
水
禁
大
会
と
同
時
に

行
わ
れ
た
反
核
平
和
マ
ラ

ソ
ン
は
、
８
月
６
日
、
８

時
１５
分
の
原
爆
投
下
時
刻

に
平
和
記
念
公
園
で
黙
と

高校生平和大使たちの運動が会場を沸かす

は
な
い
」
と
の
外

務
省
の
言
い
訳
に

対
し
て
、「
核
抑

止
」
と
は
躊
躇
な

く
核
兵
器
を
使
用

す
る
こ
と
を
前
提

の
危
険
極
ま
り
な

い
安
全
保
障
の
考

え
方
で「
核
脅
迫
」

「
核
威
嚇
」
だ
と

批
判
し
ま
す
。
１

９
９
５
年
当
時
フ

ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン

８
月
５
日
に
広
島
で
開

催
さ
れ
た
原
水
爆
禁
止
２

０
２
４
世
界
大
会
の
第
８

分
科
会
「
平
和
の
危
機
と

気
候
危
機
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
分
科
会
に
多

数
の
１
８
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
分
科
会
の
特
別

報
告
Ⅰ
で
公
演
さ
れ
た

「
核
抑
止
論
を
批
判
す
る
」

で
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
実
行
委
員
会
運
営
会
共

同
代
表
を
さ
れ
て
い
る
野

口
さ
ん
は
、「
核
抑
止
と
は

実
際
に
核
を
使
う
こ
と
で

ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
核
兵

器
を
実
験
し
た
際
の
「
死

活
的
国
益
の
究
極
的
保
護

の
た
め
の
核
抑
止
力
の
維

持
」
の
言
い
訳
、
仮
に
こ

の
「
国
益
の
保
護
の
た
め

の
核
抑
止
力
の
維
持
」
と

い
う
言
い
訳
が
正
し
け
れ

ば
、核
保
有
国
に
限
ら
ず
、

核
保
有
を
希
望
す
る
す
べ

て
の
国
が
核
兵
器
を
認
め

な
く
な
る
で
は
な
い
か

と
、
ズ
バ
リ
核
抑
止
論
の

欺
瞞
を
指
摘
し
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）核抑止論を批判する第８分科会

「
核
抑
止
」は

「
核
脅
迫
」「
核
威
嚇
」だ

原水爆禁止2024世界大会 in広島

核抑止から転換し、国民みんなで核廃絶をめざそう核抑止から転換し、国民みんなで核廃絶をめざそう



2024年 8 月15日付 227号　（2）福　岡　地　区　労　連

珊
瑚
が
太
平
洋
の
真
ん

中
に
行
っ
て
も
な
い

「
７
日
前
学
生
か
ら
石

垣
島
の
珊
瑚
は
ほ
と
ん
ど

備
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
』

と
題
し
て
危
険
な
オ
ス
プ

レ
イ
の
実
態
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
参
加
の
池

上
遊
弁
護
士
か
ら
は
、
市

民
原
告
数
が
、
予
定
の
１

０
０
人
を
大
き
く
上
回
る

２
４
５
人
に
な
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
佐
賀
空
港
自
衛

隊
駐
屯
地
建
設
工
事
差
止

訴
訟
は
、
地
権
者
を
原
告

と
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、

２
０
２
４
年
３
月
２１
日
に

仮
処
分
不
当
決
定
が
下
さ

れ
ま
し
た
。「
裁
判
所
は

国
の
回
し
者
だ
」
と
原
告

の
古
賀
初
次
さ
ん
が
訴

え
、
東
島
弁
護
士
は
「
審

理
中
の
本
案
訴
訟
に
勝
訴

目
指
し
闘
い
抜
く
」
と
決

意
表
明
し
ま
し
た
。
続
く

６
月
１４
日
第
二
回
口
頭
弁

論
に
現
役
海
苔
漁
師
の
石

尾
義
幸
さ
ん
が
意
見
陳
述

を
し
ま
し
た
。「
４
人
の

漁
業
者
の
裁
判
」
と
過
少

報
道
す
る
現
状
を
打
破
す

る
た
め
に
も
、
市
民
原
告

訴
訟
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
民
原
告
訴
訟
の
訴
状

は
、
７
月
２９
日
に
佐
賀
地

裁
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員　

松
尾
）

た
。
武
本
さ
ん
は
自
前
の

ヨ
ッ
ト
で
日
本
近
海
だ
け

で
な
く
太
平
洋
の
島
々
に

も
行
か
れ
て
い
て
、「
珊

瑚
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
な

い
、
太
平
洋
の
真
ん
中
ま

で
行
っ
て
も
な
い
」「
珊

瑚
と
共
生
し
て
い
る
リ
ー

フ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
も
い
な

い
」
と
海
の
中
の
悲
惨
な

実
態
を
報
告
し
ま
す
。
国

連
環
境
計
画
は
２
０
２
１

年
２
月
に
、
地
球
規
模
で

珊
瑚
の
白
化
が
常
態
化
す

る
の
は
、
２
０
３
４
年
、

日
本
周
辺
海
域
で
は
２
０

２
４
年
に
常
態
化
す
る
と

い
う
予
測
値
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

す
る
社
員
か
ら
１０
％
ダ
ウ

ン
で
も
よ
い
か
ら
福
岡
に

戻
り
た
い
と
い
う
希
望
者

が
続
出
し
て
い
る
状
況
で

意
見
交
流
で
は
、
各
組

合
の
春
闘
の
闘
い
が
報
告

さ
れ
、
国
労
か
ら
は
Ｊ
Ｒ

九
州
で
「
就
業
エ
リ
ア
限

福
岡
県
春
闘
共
闘
は
、

春
闘
交
流
集
会
を
行
い
、

第
１
部
で
井
上
正
信
弁
護

士
に
よ
る
「
大
軍
拡
予
算

で
日
本
は
本
当
に
守
れ
る

の
か
」
の
講
演
と
第
２
部

で
各
組
合
の
２４
春
闘
の
意

見
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
上
弁
護
士
の
講
演
で

は
国
が
進
め
て
い
る
南
西

諸
島
シ
フ
ト
の
大
軍
拡
か

が
い
か
に
危
険
で
周
辺
諸

国
に
脅
威
を
与
え
る
狙
い

で
あ
る
か
が
明
ら
か
と
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月
２８
日
に
、
佐
賀
県

弁
護
士
会
館
に
て
『
佐
賀

最
も
暑
か
っ
た
４１
度
の

７
月今

年
の
７
月
２９
日
、
栃

木
県
佐
野
市
で
４１
度
を
観

測
し
ま
し
た
。
過
去
最
高

は
、
４１
・
１
度
で
す
。
気

象
庁
は
、
８
月
１
日
、
今

年
の
７
月
の
日
本
国
内
の

同
じ
こ
と
を
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
日
曜
版
７
月
２１
日
号

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

民
の
会
代
表
の
和
田
武
さ

ん
が
書
い
て
い
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
今
年
５
月

ま
で
の
一
年
間
で
１
・
６３

度
上
昇
し
て
１
・
５
度
を

超
え
た
と
、
武
本
さ
ん
よ

り
も
っ
と
危
険
な
実
態
を

述
べ
て
い
ま
す
。
和
田
さ

ん
も
１
・
５
度
を
超
え
る

状
態
が
続
く
と
、
温
暖
化

は
複
数
の
気
候
転
換
点
で

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
出

て
く
る
、
気
候
の
転
換
点

と
は
、
気
温
上
昇
を
人
の

力
で
止
め
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
だ
と
訴
え
ま
す
。

す
。地

域
が
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
採
算
性
が
よ

く
な
い
事
業
所
を
閉
鎖

し
、
整
理
解
雇
が
容
易
に

で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る

た
め
、
合
理
化
し
や
す
い

制
度
で
は
な
い
か
と
危
惧

さ
れ
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。

大
企
業
が
利
益
優
先
で

人
を
使
い
捨
て
に
す
る
よ

う
な
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

労
働
者
が
路
頭
に
迷
う
こ

と
が
無
い
よ
う
、
組
合
の

交
渉
能
力
と
職
場
の
組
織

化
が
一
層
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

�

（
編
集
委
員　

内
田
）

〇
福
岡
地
区
労
連

定
期
大
会

１０
月
予
定

〇�

こ
れ
で
い
い
の
か
！？�

福
岡
市
の
防
災
対
策

９
月
８
日
（
日
）

１４
：
００
～

天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

〇�

２
０
２
４
街
角
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ

９
月
８
日
（
日
）

１７
：
００
～
１８
：
３０

警
固
公
園

〈
佐
賀
空
港
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
差
止
　
市
民
原
告
訴
訟
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
〉

〈
佐
賀
空
港
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
差
止
　
市
民
原
告
訴
訟
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
〉

〈〈
２４２４
春
闘
共
闘
交
流
集
会
〉

春
闘
共
闘
交
流
集
会
〉

市
民
原
告
２
４
５
人 

佐
賀
空
港
に
自
衛
隊
駐
屯
地
は
い
ら
な
い

大
手
企
業
で
地
域
限
定
社
員
制
度
の
拡
大

大
手
企
業
で
地
域
限
定
社
員
制
度
の
拡
大

平
均
気
温
が
平
年
（
２
０

２
０
年
ま
で
の
３０
年
平

均
）
よ
り
も
２
・
１６
度
高

く
、
統
計
を
始
め
た
１
８

９
８
年
以
降
で
最
も
高
か

っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
を
止
め
る
に

は
、
多
く
の
人
た
ち
と
の

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。�（
編
集
委
員　

惠
藤
）

を
さ
れ
た
加
藤
裕
弁
護
士

よ
り
『
オ
ス
プ
レ
イ
を
配

あ
り
ま
せ
ん
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
」
と
話
を
さ
れ

た
の
は
プ
ロ
ダ
イ
バ
ー
・

環
境
活
動
家
の
武
本
匡
弘

さ
ん
。
武
本
さ
ん
は
８
月

５
日
、
広
島
で

開
催
さ
れ
た
原

水
爆
禁
止
２
０

２
４
世
界
大
会

の
分
科
会
「
平

和
の
危
機
と
気

候
危
機
」
の
特

別
報
告
Ⅱ
で
、

「
海
か
ら
み
た

地
球
」
と
題
し

て
、
地
球
環
境

の
危
機
的
な
状

況
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し

地
球
が
暴
走
す
る
か
も

し
れ
な
い

ま
た
、
武
本
さ
ん
は
講

演
で
「
世
界
の
気
温
上
昇

が
産
業
革
命
以
来
、
去
年

ま
で
は
１
・
１
度
と
言
っ

て
い
た
の
に
１
・
４
度
上

昇
し
て
い
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。
１
・
５
度
は
パ
リ

協
定
で
決
め
た
設
定
で
、

根
拠
は
、
平
均
気
温
が
上

が
っ
た
ら
下
げ
る
こ
と
は

不
可
能
で
、
地
球
が
暴
走

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
２

度
を
超
え
る
と
人
類
は
生

き
て
い
け
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
危
機
の
警
鐘
を

発
信
し
ま
す
。

世界の平均気温
１．５度を超えた

＜労働組合と地球環境問題を考える㉑＞

加藤裕弁護士の講演でオスプレイの危険性を訴える
空
港
自
衛
隊
駐

屯
地
建
設
工
事

差
止
市
民
原
告

訴
訟
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
』
が
行

わ
れ
、
１
０
０

名
近
く
の
方
々

が
九
州
各
地
か

ら
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、

沖
縄
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
講
演

定
正
社
員
」
と
称
す

る
地
域
限
定
正
社
員

制
度
を
進
め
て
い
る

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
、
Ｊ

Ｒ
九
州
の
委
託
社
員

の
正
社
員
化
に
と
も

な
い
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
宮
崎
、
鹿

児
島
、
大
分
に
勤
務

労働者の平和と権利のために団結ガンバロー

赤
本
匡
弘
さ
ん
著
作
「
海
の
中
か
ら
地
球
が
見
え
る
」
の
抜
粋
写
真

２
０
２
１
年
に
４
月
に
撮
影
し
た
被
度
が
１
割
に
も
満
た
な
い
沖
縄

の
「
石
西
礁
湖
」


